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系　　列 授　業　科　目

開
講
単
位

卒
業
必
修

選　
　

択

教
免
必
修

保
育
士
必
修

レ
ク
必
修

こ
ど
も
音
楽

療
育
士
必
修

週
時
間
数

１ 年 次 ２ 年 次
備　考

前 後 前 後

教　

養　

科　

目

現 代 と 女 性 2

6 6 4

2 2
児 童 文 化 論 2 2 2
対 人 魅 力 の 心 理 学 2 2 2
い き も の と 環 境 2 2 2
日 本 国 憲 法 2 2 2 2
コ ン ピ ュ ー タ 演 習 2 2 2 2
保 育 基 礎 ゼ ミ Ⅰ 1 1 2 1 集中講義
保 育 基 礎 ゼ ミ Ⅱ 1 1 2 1
英語コミュニケーション 2 2 2 2 2 1 1
健康・スポーツ科学演習Ⅰ 1 1 1 1 1 2 1
健康・スポーツ科学演習Ⅱ 1 1 1 1 2 1

小　計 18 12 6

専　
　

門　
　

科　
　

目

A
保
育
の
本
質
・
目
的

保 育 原 理 2 2 2 2 2 2
教 育 原 理 2 2 2 2 2 2
子 ど も 家 庭 福 祉 2 2 2 2 2
社 会 福 祉 2 2 2 2 2
子 ど も 家 庭 支 援 論 2 2 2 2 2
社 会 的 養 護 Ⅰ 2 2 2 2 2
保 育 者 論 2 2 2 2 2 2

B
保
育
の
対
象
の
理
解

発 達 心 理 学 2 2 2 2 (2) 2 2
子ども家庭支援の心理学 2 2 2 2 2
教 育 心 理 学 2 2 2 (2) 2 2
子どもの 理 解と援助 1 1 1 2 1
子 ど も の 保 健 2 2 2 (2) 2 2
子ど も の 食と 栄 養Ⅰ 1 1 1 2 1
子ども の 食と 栄 養Ⅱ 1 1 1 2 1
幼児 理 解と教育相談 2 2 2 2 2 カウンセリングを含む

C
保
育
の
内
容
・
方
法

教 育 課 程 論 2 2 2 2 2 2
保 育 内 容 総 論 2 2 2 2 2 2
子 ど も と 健 康 1

3 2

1 1 2 1
子 ど も と 人 間 関 係 1 1 1 2 1
子 ど も と 環 境 1 1 1 2 1
子 ど も と 言 葉 1 1 1 2 1
子 ど も と 表 現 1 1 1 (1) 2 1
幼 児 教 育 方 法 論 2 2 2 2 2
乳 児 保 育 Ⅰ 2 2 2 2 2
乳 児 保 育 Ⅱ 1 1 1 2 1
特 別 支 援 教 育 1 1 1 1 (1) 2 1
障 害 児 保 育 1 1 1 (1) 2 1
子どもの 健 康と安 全 1 1 1 (1) 2 1
社 会 的 養 護 Ⅱ 1 1 1 2 1
子 育 て 支 援 1 1 1 2 1
音 楽 Ⅰ 1 1 1 (1) 2 1
音 楽 Ⅱ 1 1 (1) (1) 2 1
子どもの動きとリズム 1 1 (1) (1) 2 1
造 形 1 1 (1) 2 1
造 形 表 現 1 1 1 2 1
幼 児 体 育 1 1 (1) 1 2 1
「子どもと健康」指導法 1 1 1 1 2 1
「子どもと人間関係」指導法 1 1 1 1 2 1
「子どもと環境」指導法 1 1 1 1 2 1
「子どもと言葉」指導法 1 1 1 1 2 1
「子どもと表現」指導法 1 1 1 1 (1) 2 1

幼児保育学科
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系　列 授　業　科　目

開
講
単
位

卒
業
必
修

選　
　

択

教
免
必
修

保
育
士
必
修

レ
ク
必
修

こ
ど
も
音
楽

療
育
士
必
修

週
時
間
数

１年 次 ２年 次
備　考

前 後 前 後

　

専　
　

門　
　

科　
　

目

D
保
育
・
教
育
実
習

保 育 所 実 習 Ⅰ 2 2 2 (2) 2
施 設 実 習 Ⅰ 2 2 2 (2) 2
保 育 所 実 習 Ⅱ 2 2

2 2
施 設 実 習 Ⅱ 2 2
教 育 実 習 Ⅰ 2 2 2 (2) 2
教 育 実 習 Ⅱ 2 2 2 2
実 習 指 導 Ⅰ 1 1 1 1 2 1
実 習 指 導 Ⅱ 1 1 1 2 1
実 習 指 導 Ⅲ 1 1 1 2 1
実 習 指 導 Ⅳ 1 1

1
2

1
実 習 指 導 Ⅴ 1 1 2

総合演習
保育・教職実践演習（幼稚園） 2 2 2 2 2 1 1
キ ャ リ ア 形 成 演 習 1 1 2 1

特　

別　

科　

目

a 群 

そ
だ
ち
と
指
導

乳 幼 児 心 理 学 1 1 (1) 2 1
対人コミュニケーション 1 1 (1) 2 1
乳 児 保 育 指 導 技 術 1 1 (1) 2 1
障 害児保育指導技術 1 1 (1) (1) 2 1
保育実践と評価・記録 1 1 (1) 2 1 ※1

b群 

あ
そ
び
と
表
現

う た と 簡 易 伴 奏 1 1 (1) (1) 2 1
ア ン サ ン ブ ル 1 1 (1) (1) 2 1 ※1
子どものあそび文化 1 1 (1) 2 1
子 ど も と 造 形 1 1 (1) 2 1
子 ど も と 文 学 1 1 (1) 2 1

c群 

か
ら
だ
と
自
然

自 然 体 験 実 習 Ⅰ 1 1 (1) 2 1 集中講義※１，2
自 然 体 験 実 習 Ⅱ 1 1 (1) 2 1 集中講義※１，3
安 全 保 育 実 習 1 1 (1) 2 1
保 育 と 環 境 教 育 1 1 (1) 2 1
健 康 科 学 実 習 1 1 (1) 2 1

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

レクリエーション概論 2 2 2 2 2
レクリエーション実技 1 1 1 2 1

こ
ど
も
音
楽

療
育
士

こども音楽療育概論 2 2 2 2 2
こ ども音楽療育演習 1 1 1 2 1
こ ども音楽療育実習 1 1 1 2 1 集中講義
小　計 99 24 75
合　計 117 36 81

保育士資格を取得しようとする者は、保育士必修科目に加え、保育士必修の欄の（　）のついている科目の中から７単位以上を
選択履修しなければならない。その際、原則として特別科目ａ～ｃ群の中からいずれかの群を選び、５単位以上履修すること。
備考欄の※１の科目については、全員受講することができる。
社会福祉主事任用資格を取得しようとする者は、保育士資格に必要な科目を選択履修しなければならない。
レクリエーション・インストラクター資格を取得しようとする者は、必修科目に加え次に掲げる要件を満たさなければならない。
　(1)レク必修の欄の (　)のついている科目の中から２単位以上選択履修すること。
　(2)レクリエーション協会の事業（学外実習）に２回以上参加すること。
備考欄の※２の科目を履修したもののうち、希望するものは自然体験活動指導者の登録を行うことができる。
備考欄の※３の科目を履修したもののうち、希望するものはキャンプインストラクターの登録を行うことができる。
こども音楽療育士資格を取得しようとする者は、必修科目に加えこども音楽療育士必修の欄の（　）のついている科目の中から
16 単位以上選択履修しなければならない。
学生生活を有意義にするために、「カレッジアワー」の時間を週２時間設ける。

（注）1.

2.
3.
4.

5.
6.
7.

8.
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授 業 科 目

開
講
単
位

卒
業
必
修

選

択

栄
養
士
必
修

栄
養
教
諭
必
修

フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
必
修

週
時
間
数

１年 次 ２年 次
備 考

前 後 前 後

基　

礎　

科　

目

女 性 と 歴 史 2 2 2 2

日 本 国 憲 法 2 2 2 2 2

社 会 心 理 学 2 2 2 2

基 礎 の 化 学 2 2 2 2

ことばとコミュニケーション 2 2 2 2 秘書検定関連科目

コ ン ピ ュ ー タ 演 習 2 2 2 2 2

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 2 2 2 2 1 1

ウ ェ ル ネ ス・ デ ザ イ ン 1 1 1 2 1

ウ ェ ル ネ ス・ ス ポ ー ツ 1 1 1 2 1

食 物 栄 養 基 礎 ゼ ミ Ⅰ 1 1 2 1

食 物 栄 養 基 礎 ゼ ミ Ⅱ 1 1 2 1

小　計 18 10 8 8

専　

門　

科　

目

社会生活と
健康

公 衆 衛 生 学 2 2 2 2 2

社 会 福 祉 論 2 2 2 2 2

介 護 食 演 習 1 1 2 1

人体の
構造と機能

解 剖 生 理 学 2 2 2 2 2

生 化 学 2 2 2 2 2

生理生化学実験 1 1 1 3 1

運 動 生 理 学 2 2 2 2 2

疾病の成り立ち 2 2 2 2 2

食品と衛生

食 品 学 2 2 2 2 2 2

食 品 学 実 験 1 1 1 1 3 1

食 品 の 機 能 2 2 2 2 2 2

フードメーキング 1 1 1 1 3 1

食 品 の 鑑 別 2 2 2 2 2

食 品 衛 生 学 2 2 2 2 2 2

食品衛生学実験 1 1 1 1 3 1

栄養と健康

基 礎 栄 養 学 2 2 2 2 2 2

応 用 栄 養 学 2 2 2 2 2 2

栄 養 学 実 習 1 1 1 3 1

臨 床 栄 養 学 2 2 2 2 2

健 康 科 学 2 2 2 2 2

臨床栄養学実習 1 1 1 3 1

栄養の指導

公 衆 栄 養 学 2 2 2 2 2

栄養指導論Ⅰ 2 2 2 2 2

栄養指導論Ⅱ 2 2 2 2 2

栄養指導実習Ⅰ 1 1 1 3 1

栄養指導実習Ⅱ 1 1 1 3 1

栄養指導演習 1 1 2 1

生活科学科　食物栄養専攻
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授 業 科 目

開
講
単
位

卒
業
必
修

選

択

栄
養
士
必
修

栄
養
教
諭
必
修

フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
必
修

週
時
間
数

１年 次 ２年 次
備 考

前 後 前 後

専　

門　

科　

目

給 食 の 運 営

給食管理運営論 2 2 2 2 2
給食管理実習Ⅰ 1 1 1 3 1
給食管理実習Ⅱ 1 1 1 1 校外実習
給食管理実習Ⅲ 1 1 1 校外実習
調 理 学 2 2 2 2 2 2
基礎調理学実習 1 1 1 1 3 1
応用調理学実習Ⅰ 1 1 1 1 3 1
応用調理学実習Ⅱ 1 1 1 1 3 1
応用調理学実習Ⅲ 1 1 1 1 3 1
ワールドクッキング 1 1 2 1
食 文 化 論 演 習 1 1 0.5 0.5 学外研修、試食会
フードスペシャリスト論 2 2 2 2 2
フードコーディネート論 2 2 2 2 2

キ ャ リ ア・ デ ザ イ ン Ⅰ 1 1 2 1
キ ャ リ ア・ デ ザ イ ン Ⅱ 1 1 1 2 1
食 品 の 流 通 と 経 済 2 2 2 2 2
秘 書 概 論 2 2 2 2 秘書検定関連科目
食 物 栄 養 セ ミ ナ ー 2 2 2 1 1

小　計 69 26 43 51 0 27
栄養に係る教育に関する科目 学校栄養教育論 2 2 2 2 2

教 育 の 基 礎 的 理 解

に 関 す る 科 目 等

教 職 論 1 1 1 1 1
教 育 原 理 1 1 1 1 1
教 育 心 理 学 1 1 1 1 1
特 別 支 援 教 育 1 1 1 1 1
教 育 課 程 論 1 1 1 1 1
道徳・総合的な学習
の時間及び特別活動 1 1 1 1 1 集中講義
教 育 方 法 論 1 1 1 1 1
生徒指導・教育相談 1 1 1 1 1
教 職 実 践 演 習
（ 栄 養 教 諭 ） 2 2 2 2 2
事前・事後指導 1 1 1 2 1
栄 養 教 育 実 習 1 1 1 1 教育実習

小　計 14 14 14
合　計 101 36 65 51 22 27

フードスペシャリスト資格を取得しようとする者は、フードスペシャリスト必修科目を選択履修しなければならない。
秘書検定を受験しようとする者は、秘書検定関連科目を履修することが望ましい。

（注）1.
2.
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基
礎
教
養
科
目

社
会
人
基
礎
力

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
礎

く
ら
し
の
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

バ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

共

通

専

門

科

目

【
教
育
コ
ア
】
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ビジネス基礎ゼミⅠ
ビジネス基礎ゼミⅡ
キャリア形成ゼミⅠ
キャリア形成ゼミⅡ
健康・スポ - ツ科学演習
マルチスキル開発
ことばとコミュニケ－ション
ビジネス文書処理
実 用 韓 国 語Ⅰ
実 用 韓 国 語Ⅱ
実 用 英 会 話Ⅰ
実 用 英 会 話Ⅱ

生涯学習のすすめ

動画コンテンツ

生活科学ゼミナール
ビ ジネス概論
ビジネス実務Ⅰ
ビジネス実務Ⅱ
データからみる現代社会
ニュースからみる現代社会
九 州 の経済論
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ
フィールドワークⅠ
フィールドワークⅡ
フードビジネス
くらしのデザインとイノベーション
インテリアコーディネート
ホスピタリティ総論
サービスの心理学
人 間 関 係 論
ベンチャ－ビジネスの理解
くらしの情報と調査
プレゼンテ－ション
マ－ケティング
アンケートとインタビュー
社 会 調査入門
在宅マネジメント
簿 記 入 門Ⅰ
簿 記 入 門Ⅱ

生活科学

0.5
0.5
0.5
0.5
1
2
2
1
1
1
1
1
12
2
2
1
1
2
2
2
2
2
1
1
2
1
1
2
1
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1

0.5
0.5
0.5
0.5
1
2
2
1
1
1
1
1
12
2
2

2

2

2
2

2

1

1
1
2
2

2
2
1
1
2
1
1

1
2

2

2
1

1
1

2

1

2

2
2

2

2

2

2

1

1
1

2
1
1

2

2

2
2

2

2

2
2
2
1
1

2

2

2

2
2

2
2

2

1
1

2

2
2
2
2
1

2

1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

0.5

2
1
1

1

2
1

2

2

2

2
2

0.5

1

1

1

2

2

2
2

0.5

1

1

2

1

2

1

1

1

0.5

2

1

1

1
1

2

2

1

1

生活科学科　生活総合ビジネス専攻

授 業 科 目
開
講
単
位
数

卒
業
必
修

選　
　

択
備考

１年次

前 後 前 後

２年次週
時
間
数

医

療

秘

書

医
事
管
理
士 ※

2

社

会

調

査

ア
シ
ス
タ
ン
ト

　

情
報
処
理
士

　

上
級
情
報
処
理
士

上
級
ビ
ジ
ネ
ス

実

務

士

　

ビ
ジ
ネ
ス
実
務
士

小　　　　　計
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開
講
単
位
数

卒
業
必
修

選　
　

択
備考

１年次

前 後 前 後

２年次週
時
間
数

医

療

秘

書

医
事
管
理
士 ※

2

社

会

調

査

ア
シ
ス
タ
ン
ト

情
報
処
理
士

　

上
級
情
報
処
理
士

上
級
ビ
ジ
ネ
ス

実

務

士

　

ビ
ジ
ネ
ス
実
務
士

I
T
ア
シ
ス
タ
ン
ト

医
療
事
務

ホ
テ
ル･
観
光･

ブ
ラ
イ
ダ
ル

複

数

選

択

専

門

科

目

ゲームプログラミング
マクロプログラミング

2
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
2
2
1
2
1
1
2
1
2
1
1
1
74
86

1

1

2

1

2

2

2

2

2

1

1
1

2

1

1

1
1
1

1
1
1

1

1

1

1

1

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

1
1

2
1
1
1
1
2
2

14
14

1
1

1

2

20
20

2

22
24

2

16
16

2
1
1
1
1
1
1
1
1

23
25

2
1
1
1
1
1

10
10

1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
2
2

2
1
1
2
1
2
1
1
1
54
54

2
1
1

1

20
32

情 報 科学入門
コンピュ－タ演習Ⅰ
コンピュ－タ演習Ⅱ
表計算の実践講座基礎
表計算の実践講座応用
コンピュ－タプログラミングⅠ
コンピュ－タプログラミングⅡ
Webデザイン演習
ITス キ ル 演 習
医 療 管 理 学
医療秘書実務
医療事務演習
医療事務の実践講座Ⅰ
医療事務の実践講座Ⅱ
医 学 一 般
薬 剤 一 般
基 礎 看 護 学
観 光 概 論
旅行業務の実践講座
観光ビジネス演習
ホテルマネジメント論
ブライダル演習
カラーコーディネート論
観 光 ハングル
観 光 TOEIC
観 光 中 国 語

専門科目小計
合 計 単 位
情報処理士、上級情報処理士、ビジネス実務士、上級ビジネス実務士、社会調査アシスタント,医事管理士、医療管理秘書士の資格を取得し
ようとする者は、各資格必修科目を選択履修しなければならない。
『登録販売者』を受験希望する者は、医療事務関連科目を受講することが望ましい。
学生生活を有意義にするため、｢カレッジアワー｣の時間を原則週１時間設ける。

1.

2.
3.

（注）
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年
度
入
学
生
単
位
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修
表

4040

30

60

30
60
30
60

60

60
30
1,326

専攻科　保育福祉専攻

授　業　科　目 備　　　　考時間数 前期後期開　講
単位数

必　修
単位数

領
域
人
間
と
社
会

介　
　
　
　
　
　
　

護

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み

医
療
的
ケ
ア

社会の理解

介護の基本Ⅰ
介護の基本Ⅱ
コミュニケーション技術Ⅰ
コミュニケーション技術Ⅱ
生活支援技術Ⅰ

介護過程Ⅰ
介護過程Ⅱ
介護総合演習
介護実習Ⅰ
介護実習Ⅱ
発達と老化の理解
認知症の理解
障害の理解
こころとからだのしくみ

医療的ケア

キャリア形成ゼミⅢ
保育原論
合　計

生活支援技術Ⅱ

生活支援技術Ⅲ

生活支援技術Ⅳ

2

6
3
1
1
4

1
4
2

2
4
2
4

4

2
2
55

2

2

2

5

2

6
3
1
1
4

2

2

2

1
4

2
4
2
4

4

2
2
48

選　択
単位数

2

5

7

介護福祉士
必　修

2

6
3
1
1
4

2

2

2

1
4
2

5

2
4
2
4

4

51

120
60
30
30
120

60

60

60

30
120

56
160

3
3

1
2

2
1

2

2

4

1
2

セラピューティックケア1
手話 1
栄養
調理
福祉レクリエーション1
家政1

7日間 
20日間 

生活の理解1
住環境コーデ対策・インファントセラピー2

2

3

1

2

2

2

1
2
1

2
2
2
2

1

2

300

180

60

150

216
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